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コリン、セリン、イノシトール"

遊離脂肪酸"
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脂肪の消化吸収過程"

図３> 胆汁酸、レシチンおよび乳化された脂肪の構造。胆汁酸は極性のある３
つの水酸基とカルボキシル基が同じ側に存在し、親水性領域を形成する。リン
脂質では非極性の脂肪酸鎖（?@の逆側に極性のある領域が存在する。疎水性
の脂肪をリン脂質と胆汁酸が取り囲み、酵素反応を受けやすくする。"
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1Bへ再合成後"
カイロミクロンに"
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アポタンパク質"
  0"C"
  0"CD"
  E$( など"
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膵液 
リパーゼ 

膵液 
リパーゼ 

門脈 

アポタンパク質 

グリセロール 

長鎖脂肪酸 

カイロミクロン 
VLDL 

リンパ管 

トリアシルグリセロールの再合成 

コレステロール 
エステル 

2-モノグリセリド 脂肪 

中鎖脂肪酸 

長鎖脂肪酸 中鎖脂肪酸 

刷子縁膜 

腸管腔内 

小腸吸収 
上皮細胞 

脂質の消化と吸収 

膜リパーゼ 
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ナトリウムイオンの吸収 

是澤奈津美
「獣医生理学」第２版、高橋迪雄 監訳、文永堂出版



&$"

カルシウムは能動輸送（細胞内吸収）と受動輸送（細胞外吸収）の
二つの過程で行われ、両方にビタミンDが関与。 
ビタミンDは小腸粘膜細胞の微絨毛への直接作用と、カルシウム
結合蛋白質(図中ではCaBP)の生合成に関与。 
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ビタミン・ミネラル・水の吸収 
ビタミン 
 ・脂溶性ビタミン：ビタミンA, D, E, K 

 脂質とほぼ同様 
 ・水溶性ビタミン 
  特別な吸収機構を必要とするものが多い 
  ビタミンB12・・・胃から分泌される内因子 
ミネラル 
 ・ Na+・・・糖・アミノ酸共輸送、Cl-共輸送、(単純拡散） 
 ・ Cl-・・・Na+共輸送、細胞間隙、HCO3

-との共輸送 
 ・ K+  ・・・細胞間隙からの単純拡散 
 ・ Ca2+・・・単純拡散と能動輸送、活性型ビタミンD制御  
 ・ Fe3+・・・胃酸で解離、吸収効率：Fe2+＞Fe3+（2~10倍） 
     （アスコルビン酸（ビタミンC）による還元が有効) 
 ・ PO32-・・・二次性能動輸送、フィチン酸は吸収されない 
水 
 輸送駆動力は浸透圧差 
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膜流動輸送 
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